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「1：よくあてはまる」「2：ややあてはまる」「3：あまりあてはまらない」　　　「4：まったくあてはまらない」
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★「高校生活は楽しい」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：91% 保護者：95%  職員：96%　　②昨年比較　生徒：+9p　保護者：+7p　職員：+0p
③分析　生徒、保護者共に増加しているが、生徒の9%に目を向けた丁寧かつ継続した指導が必要である。

今年度のアンケートでは、90％の生徒が雰囲気が良いと回答し集計結果は向上している。毎年1/3の生徒が入れ替わっているので、前年と比べ単純
比較はできないが、学校全体として雰囲気が良くなったと判断できる。しかし、約10％の生徒が当てはまらないとも回答している。学校生活の中で自分
を表現できる場がない（もしくは少ない）、少なからず悩みを抱えている生徒がいると思われるのでそのサポートも必要である。

高校生活は楽しい。 子どもは、高校生活を楽しく過ごしてい
る。

本校の生徒は、学校生活を楽しく過ごして
いる。

生  徒 保 護 者 職  員

★「入学して良かったと思う」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：87% 保護者：94%  職員：98%　　②昨年比較　生徒：+20P　保護者：+5P　職員：+16P
③分析　昨年度比較で特に生徒側の増大が目立つ。昨年度から一転し、様々な要因のもと高評価につながった。

本校は、雰囲気が良く、生徒が生き生きし
ている。

本校は、雰囲気が良く、子供たちが生き生
きしている。

本校の生徒は、生き生きとしている。

生  徒 保 護 者 職  員

令和２年度　「千原台高校の教育についてのアンケート」集計結果

本校に入学して良かったと思う。 子どもを千原台高校に入学させて良かった
と思う。

本校の生徒は、本校に入学して良かったと
思っている。

生  徒 保 護 者 職  員
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★「授業に真剣に取り組んでいる」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：83% 保護者：86%  職員：60%　　②昨年比較　生徒：+14p　保護者：+4p　職員：+21p
③分析　どの層も昨年度より改善しているが、生徒、保護者と職員の認識とに依然として大きな差がある。生徒の授業に対する認識の甘さが露呈。
粘り強い全職員の指導が必要。

授業のわかりやすさについて、「わかりやすい」にあてはまる生徒の回答が大きく伸びた。保護者の約８割５分の回答に職員は応えるべくさらに研鑽を
積んでいきたい。生徒と職員の回答率の少しの差が埋められるように来年度は「わかりやすい」と答える生徒が約８割以上となることを目指したい。今
年度は遠隔授業を経験し、来年度からは一人一台の端末を使用することになる。ＩＣＴ機器を有効に活用し、求められる「主体的・対話的で深い学び」
に繋がる授業を目指したい。

私は、授業に対して真剣に取り組んでい
る。

私の子どもは、授業に対して真剣に取り組
んでいる。

本校の生徒は、授業に対して真剣に取り組
んでいる。

生  徒 保 護 者 職  員

昨年までよりも生徒・保護者・職員共に本校の教育活動の特色について認識が高まった。生徒は約７割５分、保護者・職員は約８割５分と高い。これ
は、コースごとの学校行事や授業への取り組みや特色のある教育課程などの理由だと思われる。部活動や国際交流、体験実習や資格取得など、生
徒の中でもコースの特色が意識できていると感じられる。学校ＨＰやＳＮＳによる発信からも中学校や地域の認知度向上にも期待したい。

私は、本校の授業は「分かりやすい」と思
う。

子どもが、本校の授業を理解していると思
う。

本校は、分かりやすい授業を実践してい
る。

生  徒 保 護 者 職  員

本校は、他校と比較して特色ある教育活動
が行われている。

本校は、特色ある教育活動が行なわれてい
る。

本校は、特色ある教育活動をしている。

生  徒 保 護 者 職  員
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★「進路目標達成に向けて努力している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：83% 保護者：74%  職員：76%　　②昨年比較　生徒：+13p　保護者：+0p　職員：-9p
③分析　生徒の意識は好転しているが、職員の意識は低下している。進路目標達成のための生徒の認識の甘さが見て取れる。

「進路目標達成に向けて努力している」との問いに「よくあてはまる」、「やや当てはまる」ともに生徒・保護者からの評価は増えているため（生徒：72.2
⇒84.2％、保護者：80.3％⇒83.6％）、今後もさらに充実した内容の情報提供を心掛けていきたい。しかし、一方で職員からの評価は下がっており
（82.6％⇒74.6％）、新学力の3要素や調査書の変更点など、引き続きオンラインの研修会や講演会等の案内も含めて情報提供に努めていきたい。

私は、自分の進路目標達成に向けて努力し
ている。

子どもは、自分の進路目標達成に向けて努
力している。

本校の生徒は、自分の進路目標に向けて努
力している。

生  徒 保 護 者 職  員

本年度も、家庭学習の習慣化を目指し平均宅習時間１時間という目標を掲げている。生徒・保護者・職員共に「家庭学習をしている」「家庭学習をしな
い」の大枠の割合は変わりない。依然として勉強していると答えている割合が低い。特に職員の評価は低い。生徒・保護者と職員の家庭学習に対する
意識の大きなズレが見てとれる。学力向上に向けても家庭学習の習慣をつけさせたい。

8 本校は、情報・資料の充実など、進路達成
に向けて努力している。

学校は、進路目標達成に向けて効果的な指
導を行っている。

本校は、生徒の進路目標達成に向けて情報
を提供し、効果的な指導を行っている。

生  徒 保 護 者 職  員

私は、よく自宅で勉強してる。 私の子どもは、家でよく勉強してる。 本校の生徒は、自宅でよく勉強している。

生  徒 保 護 者 職  員
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★校内の環境美化に努めている。昨年度に比べての（よくあてはまる）が生徒＋6.9％、保護者＋5.1％、職員＋7.1％となっている。生徒や保護者、職
員共に環境美化の意識が高まっている。

生徒、職員の中で約2割が適切でないと感じているが、生徒が思う「これくらいいいのでは」と「規則で決まっていることは守らせよう」とする職員との温
度差が数字に出ていると思われる。厳しく運用すると生徒からの不満の声が数字に表れ、寛容的に運用すると職員から「これでよいのだろうか」との
思いが数字に表れる。時代に即した適切な運用を改めて考え直す時期に来ていると思われる。

私は、校内の環境美化に努めている。 本校は、環境美化に努めている。 本校は、環境美化に努め、校内をきれいに
しようとする雰囲気がある。

生  徒 保 護 者 職  員

生徒と職員の差はある程度予想の範疇だが、保護者と生徒の割合が同じということが気になる。家では出来ていることが学校では出来ていないという
ことかもしれない。ただ、守っていないと回答した生徒、保護者は当事者の数字もあるが、守れている生徒やその保護者から「守らせて欲しい」という
メッセージも反映されていると思われる。

本校の生徒指導は、適切である。 本校の生徒指導は、適切である。 本校の生徒指導は、適切である。

生  徒 保 護 者 職  員

私は、生活の規律を守っている。 子どもは、生活の規律を守っている。 本校の生徒は、生活の規律を守っている。

生  徒 保 護 者 職  員
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★「教育環境・設備は充実しているか」について、昨年に比べて「よくあてはまる」が、＋生徒12.2％、＋職員12.5％と大幅な伸びであった。ＩＣＴ機器の
充実が影響していると思われる。校内安全点検の不備ヶ所を事務部の迅速な対応により評価が伸びたと思われる。

今年度はコロナ禍のため、外部でのボランティアの機会が激減した。しかし、ボランティアは全校生徒に機会あるごとに紹介しているため、積極的に取
り組む生徒が増えてきた。「自分ができる時にできることを楽しんでやる」という部の方針をこれからも伝えていきたい。

本校の教育環境･設備等（教室･パソコン･
体育舘など)は、充実している。

本校の教育環境･設備等は、充実してい
る。

本校の教育環境･設備等は、充実してい
る。

生  徒 保 護 者 職  員

★「部活動が充実している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：91%  保護者：90%  職員：91%　　②昨年比較　生徒：+10p　保護者：+6p　職員：-2p
③分析　今年度コロナ禍のため、活動量が減る中、生徒の意識が増加しているのは活動内容の充実が原因であろう。

私は、ボランテｲア活動に積極的に取り組
んでいる。

本校は、ボランテｲア活動に積極的に取り
組んでいる。

本校は、ボランテｲア活動に積極的に取り
組んでいる。

生  徒 保 護 者 職  員

本校は、部活動(体育系･文化系)が充実して
いる。

本校の部活動(体育系･文化系)は、充実して
いる。

本校は、部活動(体育系･文化系)が充実して
いる。

生  徒 保 護 者 職  員
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10.4%

3.0%

3.5%

0.0%

３０年度

令和元年

令和２年

34.2%

37.0%

36.4%

47.4%

55.6%

54.5%

15.8%

7.4%

9.1%

2.6%

0.0%

0.0%

３０年度

令和元年

令和２年

20.6%

21.0%

20.8%

26.4%

23.9%

32.1%

30.5%

30.1%

31.3%

22.5%

24.9%

15.8%

３０年度

令和元年

令和２年

36.4%

39.0%

36.9%

53.2%

47.5%

51.7%

9.4%

11.2%

11.0%

0.9%

2.3%

0.3%

３０年度

令和元年

令和２年

68.4%

85.2%

67.3%

26.3%

11.1%

32.7%

2.6%

3.7%

0.0%

2.6%

0.0%

0.0%

３０年度

令和元年

令和２年

43.1%

40.0%

52.2%

42.7%

40.5%

38.7%

9.4%

14.7%

7.6%

4.8%

4.8%

1.4%

３０年度

令和元年

令和２年

38.1%

35.5%

37.2%

50.8%

54.1%

56.5%

9.6%

8.9%

6.0%

1.5%

1.5%

0.3%

３０年度

令和元年

令和２年

15.8%

14.8%

27.3%

63.2%

33.3%

56.4%

18.4%

48.1%

14.5%

2.6%

3.7%

1.8%

３０年度

令和元年

令和２年
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「悩み事などを相談できる雰囲気がある」「子ども達の悩み事などを相談できる雰囲気ｊがある」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：77.1%　保護者：78.2%　職員：89.1%　　②昨年比較　生徒：＋7.8p　保護者：＋1.6p　職員：＋15.1p
②分　 析　 きずなアンケートを毎月実施するようになったので、相談できる雰囲気があると答えた人が増えたのではないかと思う。

生徒と保護者、職員との意識のズレが少し見られる。生徒・保護者共にコミュニケーションがとれているという割合が昨年度より微増していることは良
い傾向である。生徒にとって、保護者や教師は自分の気持ちや感情を素直に出せる人（環境）であってほしい。学校生活に悩みが生じたり、進路決定
の際には、親子間や教師生徒間で良好な関係が保たれていれば、さまざまな問題にも解決することができ相互に理解や信頼を得ることができると思
う。

本校には、悩み事などを相談できる雰囲気
がある。

本校には、子ども達の悩み事などを相談で
きる雰囲気がある。

本校は、悩み事を相談できる雰囲気があ
る。

生  徒 保 護 者 職  員

★「生徒一人一人の人権を大切にしている」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：84%  保護者：88%  職員：96%　　②昨年比較　生徒：+13p　保護者：+8p　職員：+3p
③分析　昨年度は体罰事案が発生したため例年に比べ大きく下がったが今年度は例年通りに戻った。高い人権意識が今後も必要である。

私は、日ごろから先生や保護者と良く話
し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとっている。

本校は、子どもとよく良く話をしてｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝをとっている。

私は、生徒とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを良くとってい
る。

生  徒 保 護 者 職  員

本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

本校は、子ども達一人一人の人権を大切に
している。

本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

生  徒 保 護 者 職  員

25.6%

25.1%

33.6%

50.9%

46.1%

50.3%

17.3%

22.0%

13.1%

6.2%

6.8%

3.0%

３０年度

令和元年

令和２年

29.6%

24.3%

29.0%

58.2%

55.6%

59.3%

8.9%

16.2%

9.8%

3.3%

3.9%

1.9%

３０年度

令和元年

令和２年

26.3%

22.2%

36.4%

57.9%

70.4%

60.0%

15.8%

7.4%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

３０年度

令和元年

令和２年

33.4%

29.7%

36.6%

46.0%

46.1%

46.2%

16.1%

20.5%

14.7%

4.5%

3.7%

2.5%

３０年度

令和元年

令和２年

32.2%

25.5%

30.6%

55.6%

56.8%

54.9%

10.0%

15.8%

13.6%

2.2%

1.9%

0.9%

３０年度

令和元年

令和２年

23.7%

51.9%

30.9%

60.5%

44.4%

63.6%

15.8%

3.7%

5.5%

0.0%

0.0%

0.0%

３０年度

令和元年

令和２年

24.7%

23.8%

27.7%

47.9%

45.5%

49.4%

20.6%

22.8%

18.1%

6.9%

7.9%

4.8%

３０年度

令和元年

令和２年

26.2%

20.3%

24.3%

56.4%

56.3%

53.9%

14.2%

19.1%

19.2%

3.1%

4.3%

2.5%

３０年度

令和元年

令和２年

26.3%

25.9%

16.4%

50.0%

48.1%

72.7%

23.7%

25.9%

9.1%

0.0%

0.0%

1.8%

３０年度

令和元年

令和２年
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